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特 集：日豪交換研修2008 報告

総　括

株式会社建設技術研究所　企画本部経営企画部長

技術研修委員会副委員長 金井恵一

特 集：日豪交換研修2008 報告

豪州との交換研修制度は、1995 年に締結された

AJCEとオーストラリアコンサルティングエンジニヤ協会

（ACEA）との覚書に基づいて翌96年から始まった両国

の若手エンジニアの相互訪問・研修のプログラムで、こ

こで培われる人脈や関係を生かした共同ビジネス発掘

への展開を目指したものであります。過去10年以上に

わたり合計100名を超えるヤングプロフェッショナルが

この研修で学んでおり、FIDICの中でも外国研修の成功

例として注目を集めています。10年を経過した2006年

に研修制度の見直しを行い、訪問期間中だけでなく、数

ヶ月の準備期間にも研修生と受け入れ先企業との対話

を通して事前研修を行うなど、いくつかの改良を経て

現在に至っています。

2008年は、日本のコンサルタント企業5社から6名の

若手技術者が、3週間にわたってオーストラリア4都市の

5企業で研修を受けました。先日開催された研修報告

会では、それぞれの専門分野での意見交換、実際の業

務実施補助、現場見学、勉強会やセミナーへの参加な

ど、大変充実した3週間の様子が報告されました。 ま

た、勤務体制や職場環境、住環境やワークライフバラン

スなど、訪れてみてはじめてわかる日豪の違いを肌で感

じる貴重な体験をしたとの報告も多くありました。

研修生のみなさんは、今回の研修で得たものをベー

スに更に自己研鑽に努めるとともに、築いたネットワーク

を維持・発展させて、将来のビジネスチャンスに繋げて

いただきたいと思います。

また、2009年にはオーストラリアからの研修生をAJCE

が受け入れることになります。

会員企業の皆様方の積極的なご協力をいただきたく、

よろしくお願いします。

1995年10月14日　日豪覚書締結　全日空ホテル（東京）にて

左から　豪州マクマラン貿易相、ACEAケル会長、AJCE梅田会長、池田科学技術庁審議官
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1．研修生および研修企業

OPUS QANTEC McWILLIAM（Brisbane office）

いであ（株）広島支店橋梁グループ
石山 正人
専門：橋梁（構造物）設計

Arup（Brisbane office）

（株）建設技術研究所　水システム部
矢神　卓
専門：河川計画

GHD（New Castle office） 

（株）建設技術研究所 道路・交通部
甲斐 慎一朗
専門：道路計画

（株）長大 東日本構造事業部札幌技術部
長谷川　正
専門：橋梁下部設計、耐震設計

Costin Roe Consulting Pty Ltd（Sydney office）  Simpson Kotzman（Melbourne office）

ニューキャッスル

（株）森村設計 環境部
中村 秀親
専門：電気設備

（株）オリエンタルコンサルタンツ
社会環境事業部
森永 友貴
専門：建設環境、橋梁、交通 

2．全体日程 3．訪問研修日程

2008年   3月 ACEA 受入企業募集
   4月 AJCE 研修生募集
   5月 研修生決定
   7月1日 第1回説明会開催
  事前研修実施
   9月24日 第2回説明会
 10月 6日～26日 訪問研修
 11月 7日 報告会 開催 

10月 6日（月） 20：30 成田空港 発
 7日（火）   8：30 シドニー空港 着
   シドニー市内の
   ACEAオフィスへ移動
  11：00 歓迎会 その後 昼食
  午後 シドニー市内観光
  夕方 各地へ移動
 8日（水）～23日（木） 受入企業で実務研修
 24日（金）午前 シドニーへ移動
  14：00 ヤングサミット
  17：30 送別会


